
　　　　

2026 年 1 月 15 日

学校日 9 時 00 分から 18 時 0 分まで

土曜日 8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

長期休 8 時 30 分から 17 時 30 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・季節の行事（夏祭り、ハロウィーン、クリスマス、節分、ひな祭り等）
・長期休業には園外活動、児童クラブとの合同イベント、親子イベント
・月１回のおやつクッキング、その他にレクレーションを随時実施

（別添資料１）

家族支援

家庭での生活を基盤に、安心して育つ、安心して子育てを行えるように相談支援
します。具体的にはこどもの発達状況や特性の理解に向けた相談援助、こどもの
困りごとへの相談援助を実施し、家族とこどもの信頼感を育み、安定した関係を
形成できるように支援していきます。

移行支援

保育園から小学校、小学校から中学校など、各年齢に応じて具体的な移行
を想定し、安心して地域社会で成長できるよう、切れ目のない支援を行っ
ていきます。

地域支援・地域連携

学校、こども園等の関係機関・地域など、こどもの育ちや家庭の生活にかかわる
機関との連携を図ります。特に学校との連携の充実を図り、家庭、学校、放課後
の１日の生活がつながるように支援していきます。 職員の質の向上

・定期的な職員会議、療育会議、支援会議の実施（児童クラブ・こども
　園との合同開催の場合も有り）
・職員の各種勉強会や研修参加（虐待防止・身体拘束廃止、感染症予防
　権利擁護、個人情報保護等）

支　援　内　容

・家庭的な雰囲気と、健康と安全な生活が保障される中で、基本的生活習慣の形成や基本的生活スキルの獲得を支援していきます。
・休息や余暇など自分の時間を大切にし、心とからだを整えながら、さまざまな成功体験を積んでいく中で、自主性や自尊心、自己肯定感・自己有用感を育み、生きる力の育成と
　こどもの育ちを図っていきます。

・さまざまな遊びを通して体幹や感覚を養い、日常生活における基本となる運動・動作・姿勢の保持の獲得を図っていきます。
・公園や校庭、児童クラブ、福祉センターなど、地域資源を活用しながらからだを動かして遊びます。

本
人
支
援

・日常生活の中で、安心してさまざまな遊びや活動に参加し楽しむことで、「分かる」+「行動する」を体感しながら、認知・行動を支援していきます。
・環境や概念などから適切な認知と行動について習得していきます。
・一つひとつの自身の積み重ねていく中で、自尊心の育みにつなげていきます。

・たくさんの人とのかかわりの中で、安心して自己表出しながら、伝わる、相手の気持ちが分かる喜びを味わい、また、さまざまな葛藤を経験しながら、コミュニケーションを図る
　経験を積んでいきます。

・あたたかいかかわりの中で信頼関係を築き、安心して自己を表出し、自己を調整しながら人とのかかわる力を育てていきます。
・児童クラブとの共同により、友だちや異年齢とのかかわりの中で、さまざまな遊びや活動を通して、社会生活を経験し、ともに育つ支援を行っていきます。
・こども園との交流を行うことで乳幼児とのかかわりを持っていきます。

支援方針

・放課後等デイサービスと放課後児童クラブの共同により、こども同士が生活やあそびをともにすることを通じて、ともに学び、育つ中での成長を支援します。主体的なあそびや活動
　とのかかわりの中で、お互いを知り、お互いの思う、心地よい関係性を大切にしていきます。
・こども園、児童クラブ、放課後等デイサービスが連動して、切れ目なく成長を支援していきます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
　こどもの最善の利益を考慮し、時間・空間・人・体験を通じて個々のこどもに応じたかかわりを行うことにより、豊かな人間性をもった心身ともに健やかななこどもの成長を支援してい
きます。
　また、“ここに来てよかった”と心から感じてもらえるように、当たり前のことを丁寧に、笑顔と真心をもって、あたたかさを感じてもらえる質の良い支援を提供していきます。

事業所名 なかやまっこ放課後等デイサービス 作成日支援プログラム


